
≠

絆

一

橋

大

学

編

年

史

(

説
柳
虻

∞
稗
臥

朋
)

付
･

講
義
科
目

変
遷
表



均

､せ

叫



( 3 13 )
一 橋 大 学編 年 史

0212

鈴

､

し

甘

一

橋

大

学

編

年

史

(

郎
閉

脚

虻

∞

解

説
)

人

事
･

制

定
･

施

設

関

係

事

項

研

究
･

学

術

交

流
･

出

版

関

係

事

項

9

終

戦
に

よ

り

予

科
･

専

門

部

校

舎
は

第

九
二

部

隊

よ

り
､

兼

松

講

堂
･

学

部

校

舎
一

部

は

中

島
飛

行

機

株
式

会

社
よ

り
､

一

橋

講

堂
･

東
亜

経

済
研
究

所

(

神
田

一

ツ

橋
)

は

第

一
〇

〇

部

隊

よ

り

返

還
さ

れ

た
｡

2

連

合

教

授

会
に

お

い

て

大

学

長
公

選

規

則
が

決
定

さ

れ

た
｡

3

昭

和
一

九

年
四

月
い

ら
い

附
属

商

学

専

門

部
に

併

置

さ

れ

て

き
た

附

属
工

業

経

営

専
門

部

が

廃

止
さ

れ

た
｡

東

亜

経

済
研
究

所
が

経

済

研

究

所

と

改

称
さ

れ
､

｢

世

界

各

国

の

経

済
に

関

す
る

稔

合

研
究
+

を

目

的

と

す
る

こ

と

に

な
っ

た
｡

5

一

橋
講
堂

･

経

済

研
究

所

(

神

田
一

ツ

橋
)

は

進

駐
軍
に

接
収
さ

れ

た
｡

8

教

授

高
瀬
荘
太

郎
は

大

学

長
を

免

ぜ

ら

れ
､

教

授
上
原
専
橡
が

大

学

長

に

任

ぜ

ら
れ

た
｡

1 0

理

論
経

済

学
関

係
の

ス

タ

ッ

フ

を

中
心

と

し

て

｢

国

民

所

得

研
究

会
+

(

現

在

｢

水

曜
研

究

会
+

と

呼

ば
れ

る
)

が

発

足

し

た
｡

8

『

一

橋

論

叢
』

は

昭

和
二

〇

年
一

月

号

(

第
一

五

巻

第
一

号
)

を

岩

波

書

店

よ

り

発

行
し

た
の

ち

休

刊
と

な
っ

て

い

た

が
､

昭

和
二

一

年

七
･

八

月

号

(

第

一
六

巻

第
一

二
一

号
)

を

も
っ

て

復

刊

し
､

日

本

評
論

社

よ

り

発

行
さ

れ

た
｡

教

授
高

瀬
荘

太

郎
は

経

済

研
究

所

長

を

免

ぜ

ら
れ

､

教

授
上

原

専

一

禄
が

経

済

研

究

所

事

務

取

扱
に

任

ぜ

ら

れ

た
｡

12

教

授
山

田

雄
三

は

図

書

館

長
を

免

ぜ

ら

れ
､

教

授

村

政

恒
一

郎

が

図

書
館

長

に

任

ぜ

ら
れ

た
｡

∂β3



一 橋論叢 第 五 十 四 巷 第 三 号 ( 3 1 4)

倒

噸

2 4 2 3 2 2 F
1 6 4

】

8 3 1

学 と 案 ず す 行 捷 し た の 部 所 塚 が 種 た

長 教
に 授

に の 全
'

る
'

文

決 支
一

兵 案 お 部 し 草 し 合 法 遠雷彗歪表芸晶繁華 人
示

､

い 稔 ･

任 上 定 持 橋 体 を よ 省 た 部
'

大 学 済 大 助 上 京 一 議 新 制 事
ぜ 原 し が 学 化 綻 び は

0

定 文 学 部 研 挙 が 原 商 九 が 制 に ･

ら 専 た 決 生 す 示 東
､

貞 部 を
･

究 立 経 専 科 年 行 大 よ 制
れ 禄
た は

0

議 大 る し 京 商
さ 会 に た 外 経 姦悪雷雲雷雲漂悪妻岩至芸臭.

度
0

大

学

れ が は
0

国 を
､

兼 至 こ 語 中 雪盲書芸遠景票畏品た碧雲差 益
長 新 政 ら の 学 心 せ 科 と の 設 は 長 研 名 ら こ 貞 置 設
を

免

制 講 な 案 校 と

大 堂 か は を し 享壷? 買ぇ三屋票遠完走慧品 関

ぜ 学 で つ
､

合 た 二 門 上 部 貞 部 ぜ 事 帰 京 な 設 し 係
ら
れ

の 閲 た 本 併 単

校 か
0

草 し 科 宕苧豊美言古え票真実三讐二 事

教

才受

名 れ の 語 大
を

､

稔 学 学

葦墓室肇羞
主墓芸誓言芸

た

芸
0

書
0

:警ぎ
項

ら 貞 を 院 て ･
0

を 学

中
山
伊
知
郎

昌票雷鳥掌諾 芸警望引科 を た る 部
･

大 分
○

社 ･ 敦

学 離 こ 会 経 貝 表 告 冨雲j
が る 大 い 新 制 案 廃 れ 科 済 養 授 き と す ;

大 こ 学 れ 設 移 を 止 に 草 孝 成 大 た に る 二

2

が

刊 東

行 京

さ 商

れ 科

た 大
0

学

産

業

能

率

研

究
所

編

『

ア

メ

リ

カ

経

営
学

研

究
』

l
l

研

究

学

ノ

術

交

流

出

版

関

係

事

項

∈
.うβ卓



( 3 1 5)
一 橋 大学 編 年 史

紳

､

軒

1

妙

教

授
大

塚

金

之

助
は

経

済

研
究

所

長
を

免

ぜ

ら

れ
､

教

授

中

山

伊

知
郎
が

経

済

研
究

所

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

て

本

年
度
入
学

試

験
は

､

次
の

要
領
で

行

な

わ

れ

た
｡

第
一

次

試

験

は

進

学

適
性
検

査
｡

第
二

次

試

験
は

英
語

､

数

学
(

一

般

数

学
･

解

析

Ⅰ
･

解

析

Ⅱ
･

幾

何
･

簿

記
の

中

か

ら
一

科

目

選

択
)

､

社

会
(

一

般

社

会
･

日

本

史
･

東

洋

史
･

西

洋

史
･

人

文

地

理
･

時

事

問
題
の

中

か

ら
一

科

目

選

択
)

｡

5

東

京

商
科

大

学
･

同
予

科
･

附
属

商

学

専
門

部
･

附
属

商

業

教

員

養

成

所
を

包

括

し
､

商

学

部
･

経

済
学

部
･

法
学
社

会

学

部
の

三

学

部

よ

り

成
る

捻

合

大

学
と

し

て
一

橋
大
学
が

設

置
さ

れ

た
｡

東

京

商

科

大

学

長
中
山

伊
知
郎
が

一

橋

大

学

初

代

学

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

教

授
加

藤

由

作
が

商

学

部

長
に

､

教

授

上

田

辰

之

助
が

経

済

学
部

長
に

､

教

授
田

中

誠
二

が

法

学
社

会

学

部

長
に

そ

れ

ぞ

れ

任
ぜ

ら

れ

た
｡

東

京

商
科

大

学

経

済
研

究

所
を

一

橋
大

学

経

済

研

究

所

と

改

称

し
､

そ
の

目

的

を

｢

日

本
及

び

世

界
の

経

済
の

絵
合

研

究
+

と

変
更

し
､

つ

ぎ
の

九

研

究

部

門
が

設
定

さ

れ

た
｡

日

本

経

済

第
一

研
究

部

門
､

日

本

経

済
第
二

研
究

部

門
､

ア

メ

リ

カ

経

済
研

究

部
門

､

英
国

お

よ

び

英

連

邦
経

済
研
究

部

門
､

ソ

連

経

済

研

究

部
門

､

中

国
お

よ

び

東

南
ア

ジ

ア

経

済
研

究

部

門
､

国

民

所

得
と

再

生

産
に

関

す
る

研

究

部
門

､

統

計

学
お

よ
び

応
用

(

計

量
経

済

学

を

含
む
)

に

関
す
る

研
究

部
門

､

学

説

史
お

よ

び

経

済

史

研
究

部
門

｡

産

業
経

営
の

理

論
的

･

実

証

的

研

究
を

目

的
と

す
る

東

京

商
科

大

学

産

業
能
率

研
究

所

(

経

営

研

究

部

門
･

会

計

研

究

部
門
を

置
く
)

は
､

一

億
大

学

産

業
患

営

研

究

所
と

改

称
さ

れ
､

官
制
の

研

究

所
と

うβ5



一 橋論 叢 第 五 十 四 巷 第 三 号 (3 1 6 )

2 4

人

事
･

制

度
･

施

設

関

係

事

項

研

究
･

学

術

交

流
･

出

版

関

係

項

事

52

し

て

認

可

さ

れ

る

ま
で

は
､

予

算
･

定

員
の

申
請
に

つ

い

て
､

経

済

研
究

所
の

経

営

部

門
と

し

て

取

扱
わ

れ

る

こ

と
に

な
り

､

教

授

加

藤

由
作

が

初

代

所

長
に

任
ぜ

ら
れ

た
｡

6

新

制
一

橋
大

学

経

済

学

部

発

足
当

時
の

専
門

科

目

講
座

は
つ

ざ
の

通
り

｡

経

済

学
部

門

-
経

済
原

論
第

一

･

経

済
原

論

第
二

･

経

済

学

史
･

経
済

思

想

史
･

計

画

経

済

論
･

景

気
論

･

応
用

数

学
･

経

済

地

理

学
･

東
洋

経
済

･

せ

界
経

済
｡

経

済

史

部

門

-
経

済

史

概

論
･

西

洋
経

済

史
･

日

本

経

済

史
｡

経

済

政

策

部

門

-
経

済

政

策
･

商

業
政

策
･

工

業
政

策
･

農

業

政

策
｡

財
政

学

部

門

-
財
政

学

絵

論
･

地

方

財
政

｡

統
計

学

部
門

1
統

計

学

経

論
･

経

済

統

計
･

社

会

統

計
｡

合

計
二

二

講
座

｡

7

教

授

村

松

恒
一

郎
が

一

橋
大

学
小

平

分

校

主

事
に

任
ぜ

ら
れ

た
｡

1 1

教

授
中

山

伊

知

郎
は

経

済

研

究
所

長
を

免

ぜ

ら

れ
､

教

授

都
留
重

人
が

経

済

研

究

所

長
に

任
ぜ

ら
れ

た
｡

3

本

年
度
よ

り

入

学

試

験

第
二

次

試
験
科
目

に

国

語

が

加

え

ら

れ

た
｡

4

経

済

研

究

所
の

経

営

部

門

が

官
制

と

し
て

認

可
さ

れ
､

教

授
･

助

教

授

各
一

名
が

定

員
化

さ

れ

た
｡

こ

の

経

営
部

門
は

､

学
内
に

お

い

て

は
､

商
学

部
の

附

属

研
究

施

設
に

準

ず
る

研

究

施

設
と

し

て

取

扱

わ

れ

る

こ

と
に

な
り

､

研
究

部

門

と

し
て

経

営

研

究

部

門
･

会

計

研

究

部

門
･

商
業
研

究

部

門
･

貿

易

研
究

部

門

の

四

部

門

が

設

け

ら

れ
､

専

任

所

員
の

は

か

商

学

部
の

関

係
教

官

を

委
嘱

し

研

究

活

動
の

充
実

を

は

か

る

こ

と
に

な
っ

た
｡

5

教

授
村

松

恒
一

郎

は

図

書

館

長
を

免
ぜ

ら

れ
､

教

授
山
口

茂
が

岡

l

季
刊

誌
『

経

済

研

究
』

が

経
済

研

究

所

よ

り

刊
行
さ

れ

は

じ

め

た
｡

8

『

一

橋
論

叢
』

八

月

号
は

､

一

橋
大

学

七
五

周

年
記

念
号
(

そ
の

一

､

商
学

｡

論
説

･

座

談

会

記

事
と

も
一

四

四
ペ

ー

ジ
)

と

し

て

刊

行
さ

れ

た
｡

9

『

一

橋
論

叢
』

九

月

号
は

､

一

橋
大
学

七
五

周

年

記

念

号

(

そ
の

二
､

経

済
学

｡

論

説
･

座

談

会

記

事
と

も
一

四

四
ペ

ー

ジ
)

と

し

て

刊

行
さ

れ

た
｡

1 0

『

一

庵
論
叢
』

一

〇

月

号

は
､

一

橋

大

学
七

五

周

年

記

念

号

(

そ

の

三
､

法

学
｡

論

説
･

座
談

会

記

事
と

も
一

四

三

ペ

ー

ジ
)

と

し
て

刊

行

さ

れ

た
｡

5 ∂6

頼

嘲



`( 3 17) 一 橋大 学編 年史

′
h

U2

伽

､

が

紗

書
館

長
に

任
ぜ

ら
れ

た
｡

7

元

東
京

商

科

大

学

教

授

高
垣

買
次

郎
､

同

根

岸

倍
､

同

本

間

善
一

に

そ

れ

ぞ

れ
一

橋

大

学

名

背
教

授
の

称
号

が

授

与
さ

れ

た
｡

1 0

本

学

創
立

七

五

周

年

記

念
祭
が

行
な

わ

れ

た
｡

l

教

授

中
山
伊
知
郎
が

引

き
つ

づ

き

大

学

長
に

任

ぜ

ら

れ

た
｡

3

本

年
度
以

降
入

学

試

験
に

お

い

て

は
､

第

二

次

試

験
に

理

科
が

加

え

ら

れ
､

ま

た

外

国

語

は

英

語

を

主
と

し
､

一

部
に

独
･

仏
･

華

語

を

加
え

て

選

択
さ

せ

る

方

法
が

と

ら
れ

た
｡

第
二

次

試

験
科

目
の

全

体

は

次
の

通
り

で

あ

る
｡

英
語

(

一

部
に
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レ

ン

ナ

ー

が

来

校



一

橋 論叢 第 五 十 四巻 第 三 号 ( 3 2 2 )

3 1

人

事
･

制

度
･

施

設

関

係

事

項

研

究
･

学

術

交

流
■･

出

版

関

係
■
事

項

23

9

経

済
研

究

所
の

庁

舎

新

築
工

事

が

着
工

さ

れ

た
｡

10

名

誉

教

授
上

田

辰
之

助

は

心

臓

麻

痺
の

た

め

逝

去
さ

れ

た
｡

1 1

教

授
古

川

栄
一

が

商

学

部

長
お

よ

び

産

業

経

営

研
究

所

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

2

教
授
小

原

敬

士
が

経

済

研

究
所

長
に

任
ぜ

ら
れ

た
｡

3

商

学

部

教

授

加

藤
由

作
､

経
済

学

部

教

授

古

瀬

艮

則
が

停
年
退

官

し

た
｡

4

社

会

学

部
に

｢

政

治
学

及

び

政

治

学

史
+

の

講

座

が

新

設

さ

れ

た
｡

元

商

学

部

教

授

加

藤
由

作
､

元

荘

済
学

部

教

授
古

瀬
艮

則
に

一

橋

大

学

名

誉

教

授
の

称
号

が

授
与
さ

れ

た
｡

教

授

板
垣

輿
一

が

経

済

学

部

長
に

､

教

授
町

田

実

秀

が

法

学

部

長

に

そ

れ

ぞ

れ

任
ぜ

ら
■
れ

､

教

授

山

中

篤

太

頗
が

社
会

学
部

長
に

再

任

題
点
+

､

高

橋
泰

裁
｢

経

済
の

正

常

化

と

金

融
+

､

中

山
伊

知
郎

｢

雇

用
と

失

業
+

､

赤
枚

要

｢

貿
易
の

自

由

化

と
日

本

貿

易

構
造
+

｡

一

橋
大

学
･

文

部

省
主

催
の

産

業

教

育

指

導

者

養
成

講

座

(

商

品

科
)

が

七

月
三

〇
目

か

ら

八

月

四

日

に

わ
た

っ

て

開
か

れ

た

(

以

後

毎
年
)

｡

1 0

第
二

回

学

術

講
座

｢

現

代
の

市

場
と

経

営
+

が

二

日

か

ら
一

二

日

に

わ

た
っ

て

開
か

れ

た
｡

伊

大

知

良

太

郎

｢

市
場

把

握

と

計

量
経

済

学
+

､

苧
永

覚
助

｢

市

場

法

と

そ

の

原
理
+

､

深
見

義
一

｢

商
品

計

画

と

販

売

価

格
+

､

小

島
清

｢

賠

償

と

貿

易

拡
大
+

､

片

野

丁
郎

｢

わ
が

国

銀

行

財

務

諸
表

構
造
の

問

題

点
+

､

山

城

章
｢

オ

ー

ト

メ

ー

シ

ョ

ン

と

経

営
学
+

｡

神

戸

大

学
と
の

学

術

交

流

講
座
に

神

戸
大

学

数

授

平

井
泰

太

郎
が

来
校

し
､

｢

経

営

学
の

基

本

問

題
+

と

屈
し

て

講

演

し

た
｡

一
橋
大

学

一
橋
学

会

編

『

社

会

学

研
究
』

(

一
橋
大

学

研

究
年

報
)

が

創

刊
さ

れ

た
｡

3

一

橋
大

学
一

橋
学

会

扁

『

法

学

研

究
』

(

一

橋
大

学

研

究

年

報
)

が

創
刊
さ

れ

た
｡

経

済
研

究

所
の

欧

文

研

究

叢

書

由
Q

3
Q

邑
Q

恕
詑
e

-

Q

計

穿
ヽ

訂
わ

(

不

定
期

単
行

本
)

が

刊

行
さ

れ

は

じ

め

た
｡

4

文

部
省

科

学

研

究

費
に

よ

る

商

学

部
機

関

研

究

｢

わ

が

国
に

お

け

る

企

業
の

経

営
管
理

方

式
に

関
す

る

実

証

的

研

究
+

が

発

足
し

た
｡

5

第
三

拭

学

術

講

座

｢

戦

後
法

律

体

制
の

動

向
+

が

一
四

日

か

ら
二

四

日

に

わ

た
っ

て

開
か

れ

た
｡

大

平

善

梧

｢

平

和

条

約
体

制
の

形

成

と

改

訂
+

､

田

上

稜
治

｢

警
察

法
の

改
正
+

､

吾

妻
光

俊

｢

労

働

運

動

5 7 一字
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0
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爪
V111

∫

紗

≠

→

1
1

t
-

山

'

軒

さ

れ

た
｡

経

済

研

究
所
の

産

業

経

営

研

究

部
門

は

分

離
し

て
､

商
学

部

附

属

の

産
業

経

営

研
究

所

と

な
っ

た
｡

従

来
の

厚
生

補

導

部
が

学
生

部
に

改

め

ら

れ

た
｡

教

授

石

井
鎖
三

が

引

き
つ

づ

き

小

平
分

校
主

事
に

任
ぜ

ら

れ
た

｡

教

授

村

松
恒

一
郎
が

引

き
つ

づ

き

図

書

館

長
に

任

ぜ

ら

れ

た
｡

教

授

山
田

健
三

が

経

済

学

部

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

教

授

井
藤
半
覇
が

引

き
つ

づ

き

大

学

長
に

任

ぜ

ら

れ

た
｡

大

学

内

規
と

し

て

産

業

経

営

研

究

所

規

則
を

制

定

し
､

研

究

部

門

と

し
て

経

営

研
究

部
門

･

会

計

研

究

部

門
･

内

部

統
制

研

究

部

門
･

経

営

統

計

研
究

部
門

･

市

場
調

査

研

究

部

門
の

五

部
門

を

設

け
､

年

度

研

究

計

画
に

も

と
づ

き
､

研

究

活

動
を

行
な

う
こ

と
に

な
っ

た
｡

34
-

h
び911

法

学

部
に

経

済

法
の

講

座
が

新

設
さ

れ

た
｡

教

授

高

島

善

哉
が

社

会

学

部

長
に

任
ぜ

ら
れ

た
｡

経

済

研

究

所
は

､

新

庁

舎
が

お

お

む

ね

完
成

し

た

の

で

こ

れ

に

移

転

し

た
｡

教

授

板

垣

輿
一

が

経
済

学

部

長
に

任
ぜ

ら
れ

た
｡

教

授
大

林

良

一
が

商
学

部
長
お

よ

び

産

業
経

営
研
究

所

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

小

平

分

校

柔

道

場
が

火

災
に

よ

り
一

部
を

焼
失

し

た
｡

の

展

望

と

労

働
法

制
+

､

田

中

和

夫

｢

戦

後

英

米

法
の

影

瞥
+

､

植

松

正

｢

刑

法

改
正

の

方
向
+

､

田

中

誠
二

｢

戦

後

商

事

法
の

動
向
+

｡

6

神

戸

大

学

と
の

学

術

交

流
講

座
に

神

戸

大

学

教

授

宮
下

孝
吉

が

来

校

し
､

｢

経

済

史

学
の

最
近
の

動
向
+

と

題

し
て

講
演
し

た
｡

9

コ

ロ

ン

ビ

ア

大

学
助

教

授
H

･

ロ

ゾ
フ

ス

キ

ー

が

来

校
し

､

昭

和

三

二

年

度
冬

学

期

大

学

院
特
別

講
義
を

担

当

し
た

｡

1 0

グ

ラ

ス

ゴ

ウ

大

学

講

師
R

･

L

‥
､

､

-

ク

が

来

校

し
､

｢

マ

ル

ク

ス

と

ケ

イ

ン

ズ
+

と

題
し

て

講
演
し

た
｡

第
四

回

学

術

講
座

｢

現

代
の

社

会

思

潮
+

が
一

日

か

ら
一

一

日
に

わ

た
っ

て

開
か

れ

た
｡

上

原

専
禄

｢

現

代

日

本
の

文

化

問
題
+

､

美

濃
口

時

次

郎

｢

現

代
日

本
の

人

口

問

題
+

､

南

博

｢

マ

ス

･

コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

と

社

会
心

理
+

､

杉

田

元

宜
｢

社

会

思

想
と

自

然
科

学

-
新

機

械

論
と

そ
の

限

界
･

i
+

､

坂

田

太

郎

｢

自

由

主

義

と

現

代
+

､

高

島
善

哉

｢

現

代

社

会
に

お

け

る

進

歩

と

反

動
+

｡

1 2

ギ

リ

シ

ャ

‥
ア

サ
ロ

ニ

キ

ヤ

大

学
教

授
デ

リ
バ

ニ

ス

が

来

校
し

､

｢

後
進

国

に

お

け

る

イ

ン

フ

レ

圧

力
+

と

題

し
て

講

演
し

た
｡

3

一

橋
大

学

産

業
経

営

研

究
所

編

『

経

営

方

針
ケ

ー

ス

･

ブ

ッ

ク
』

が

刊
行

さ

れ

た
｡

4

文
部

省

科

学

研

究

費
に

よ

る

社

会
学

部

機

関

研

究

｢

明

治

社
会

に

お

け
る

欧

化

と

そ
の

影

響
に

関

す
る

抱

合
的

研

究
+

が

発
足
し

た
｡

オ

ッ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

大

学

講
師

R
･

F
･

ハ

ロ

ァ

ド

が

来

校
し

､

｢

経

済
成

長
の

理

論
に

つ

い

て
+

と

屈

し
て

講
演
七
た

｡

5

ハ

㌧
ハ

ー

ド

大

学

数

授
A

･

ハ

ン

セ

ン

が

来
校

し
､

｢

ノサ

イ

ン

ズ

革

命
と

そ
の

後
進

国
へ

の

適
用
+

､

｢

世

界

経

済
の

趨
勢
+

､

｢

最
近
の

貨
幣
理

論
の

思

潮
+

と

題
し

て

講

演

し

た
｡

第
五

回

学

術

講
座

｢

世

界
経

済
と

日

本
+

が
一

三

日

か

ら

二
一

二

日

5 73
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3 3

人

事
･

制

度
･

施

設

関

係

事

項

研

究
･

学

術

交

流
･

出

版

関

係

事

項

に

わ

た
っ

て

開
か

れ

た
｡

赤

松
要

｢

世

界
経

済
に

お

け

る

構
造

変

動
+

､

小

原

敬

士

｢

ア

メ
一リ
カ

の

景
気
変
動
+

､

高
橋
長
大
･郎
｢

日

本

の

対

外

依

存

度
+

､

都

留
重

人

｢

東
南
ア

ジ

ア

諸

国
の

経

済

田
発
+

､

岡

稔
｢

ソ

ヴ
ュ

ー

経

済
の

新

動
向
+

､

野
々

村
一

雄

｢

社

会

主

義

経

済
の

革
問

題
+

｡

一

ベ

レ

シ

ル

ペ

ニ

ア

大

学

名

巻

数

授
S

･

ヒ

. ユ

ー

ブ

ナ

一

博
士
が

来

校

し
､

｢

人

魂
生

命
の

価
値
+

と

題

し

て

講
演

し
た

｡

6

E
･

ハ

イ
マ

ン

博
士

が

来
校

し
､

｢

ア

メ

リ

カ

資
本

主

義
の

解

決

し

た

問

題
と

解

決

し
な
い

問
題
+

と

題
し
て

講
演
し

た
｡

9

ミ

ネ

ソ

タ

大

学

教

授
M
･

ブ
ロ

ン

フ

ェ

ン

プ

レ

ン

ナ

ー

が

来

校

し
､

経

済

学
部
で

｢

ア

メ

リ

カ

経

済
+

の

講
義
を

担

当

し

た

(

九

月

よ

り
一

二

月
ま

で
)

｡

1 0

キ

ー

ル

大

学
の

H
.･

へ

-

ク

ー

が

来

校

し
た

｡

第
六

回

学

術

講
座

｢

日

本

経

済
の

特

質
+

が

七

日

か

ら
一

七

日

に

わ

た
っ

て

開
か

れ

た
｡

大
川

一

司

｢

雇

用

賃

金

問

題

に

現

れ

た

特

質
+

､

森
田

健
三

｢

人
口

の

動
向
と

日

本

産

済
+

､

篠

原
三

代
平

｢

わ

が

国

景
気
変
動
の

特

質
+

､

山
田

雄
二
二

｢

企

画

庁
の

経

済

計

画

は

ど

の

よ

う
に

し

て

作

ら

れ

た

か
+

､

鳥

場
啓
之

助

｢

日

本
の

貿

易

利

益

-
戦

前
と

戦

後

1
+

､

木

村

元
一

｢

日

本

財
政

の

特

質

-
特

に

最
近
の

租
税
構
造

に

つ

い

て

ー
+

｡

1 1

ス

ト

ッ

ク

ホ

ル

ム

大

学
教
授
G

･

ミ

ュ

ル

ダ

ー

ル

が

来
校

し

講
演

を

行

な
っ

た
｡

神

戸
大

学
と
の

学

術

交

流
講
座
に

神

戸
大

学
教

授
藤
井
茂
が

来

校

し
､

｢

日

本

貿
易

政

策
の

基

調
+

と

超
し

て

講
演

し

た
｡
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(3 2 5)
一 橋大 学 編 年史

43

血
r

射

山

ワ

､q

1 2

イ
ン

ド

中

央

統

計

局

長
P

･

C
･

マ

(

ラ

ノ

ビ

ス

が

来

校

し

講
演

を

行
な
っ

た
｡

法

学

臥
軒
針
が

か
針

㌢
､

.
斬
新

針
動

㌻
隆
に

寄

与

す
る

た

め

一

流

2

教

授
小

原

敬

士

は

経

済
研
究

所

長
を

免
ぜ

ら
れ

､

教

授

高
橋
長
太

郎
が

経

済
研

究

所

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

3

法

学

部
教

授

府

川

哲

雄
が

停
年

退

官
し

た
｡

4

教

授
井

藤
半

爾
は

大

学

長
を

免
ぜ

ら

れ
､

教

授

山
中
焉
太

郎
が

大

学

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

元

経

済

学

部

教

授
井
藤
半

禰

に
一

橋
大

学

名

誉

教

授
の

称

号
が

授

与
さ

れ

た
｡

教
授
大
平

善

梧
が

法

学

部

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

大

学

院

法

学

研
究

科
に

公

法

専
攻
が

増
設

さ

れ

た
｡

経

済

学

部
に

地

方

財
政
の

講
座
が

新

設
さ

れ

た
｡

7

教

授
石

井

頼
三

は

小

平
分

校

主

事

を

免
ぜ

ら

れ
､

教

授
石

田

龍

次

郎
が

小

平

分

校

主

事
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

8

経

済
学

部

助

教

授

及

川

完
は

､

昭

和
二

二

年

四

月
一

〇
目

､

ソ

連

イ

ル

ク

ー

ツ

ク

州

チ
エ

レ

ン

ホ

ー

プ
ォ

地

区

ジ

マ

病

院
で

戦

病

死

し
､

遺
骨
は

三

四

年

八

月

七

日

郷

里

岩

手

県
江

刺
市

に

帰
還

し

告

別

式

が

営
ま

れ

た
｡

9

小

平
学

生

大

会

は

安

保

条

約
反

対

を

決

議

し
た

｡

川

法
学
部

教

授
久

保

岩

太

郎
が

停
年

退

官

し

た
｡

1 1

元

法

学

部

教
授
久

保

岩
太

郎
に

一

橋
大

学

名

誉

教

授
の

称

号
が

授

与

さ

れ

た
｡

3

一

橋

大

学
一

橋
学

会

編

『

人

文

科

学
自

然

科

学

研

究
』

(

一

橋
大

学

研

究

年

報
)

が

創
刊

さ

れ

た
｡

4

ワ

シ

ン

ト

ン

大

学
教

授
ハ

リ

ー

･

大

島
が

来

校

し
､

経

済

学

部
に

お

い

て

外

国

人

講
師

特
別

講
義
を

担

当

し
た

(

三

四

年
四

月

か

ら

同

年
一

〇

月

ま
で
)

｡

文

部
省

科

学

研

究

費
に

よ

る

社

会
学

部

機
関

研

究

｢

大
正

社

会

に

お

け

る

欧
化

と

そ

の

影

響
+

が

発

足
し

た
｡

5

第
七

国

学

術

講
座

｢

新

し
い

経

営
理

念
と

経

営

技
術
+

が
一

二

日

か

ら
二

二

日

に

わ

た

っ

て

開
か

れ

た
｡

久

武

雅
夫

｢

最

適

在

庫

量

決

定
に

つ

い

て
+

､

宮

川
公

男

｢

オ
ペ

レ

ー

シ

ョ

ン

ズ

･

リ

サ

ー

チ

と

シ

ミ
ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

+
､

番

場

嘉
一

郎

｢

利

益

監
理

の

計

算
体

系
+

､

藻
利
重

隆

｢

新

し
い

経

営
理

念
+

､

大

林
良

一

｢

職

場
保

障
の

理

念
+

､

山
田

勇
｢

企

業

経

営
と

線

型

計

画

法
+

｡

9

マ

サ

チ

ュ

ー

セ

ッ

ツ

工

科

大

学

教

授
P
･

A

･

サ
､

､

､

ユ

ニ

ル

ソ

ン

が

来

校

し
､

セ

ミ

ナ

ー

を

開

催

し

た
｡

第
八

回

章

術

語

座

｢

市
民

社
会

と

法

律
+

が

九

月
二

九
日

か

ら
一

〇

月

九
日

に

わ

た
っ

て

開
か

れ

た
｡

田

上

穣
治

｢

市

民

的
自

由

と

公

共
の

福
祉
+

､

久

保

岩

太

郎

｢

親

族

法
の

近

代

化
+

､

町
田

実

秀

｢

市

民

社

会
と

多
数

決
+

､

吉

永

栄

助

｢

経

済

法
と

市

民

社

会
の

構
造
+

､

吾
妻
光

俊
｢

市
民

法
と

労
使
関

係
+
｢

大

平

善

椅
｢

経

済

人

と

国

際

法
+

｡

川

神

戸
大

学

と
の

学

術
交

流
講
座
に

神

戸

大

学

教

授
水

谷
一

雄

が

来

校
し

､

｢

数
理

経

済

学
の

行

方
と

経
済

予

測
+

と

題

し
て

講

演
し

た
｡
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坤

テヰ

冨}

ヤ

3 5 3 4 戸

!
‾‾

人

5 4 3 2

図
一

専 れ い

元 前 本 書 数 教 教 橋 元 禄 経 た て 社

東 期 学 館 授 授 授 大 程 が 済
0 ､

会

京 制 国 長 村 高 増 学 済 停 学 上 学 事

制

度

高 度 際 に 冶 島 田 名 学 年 部 原 部

等 検 交 任 恒 善 四 背 部 退 敦 教 教

南 村 流 ぜ 一 哉 部 数 教 官 授 授 授

業 委 妻 ら 郎 が が 授 捜 し 村 の 上

一挙 貝 貝 れ は 引 経 の 村 た 枚 辞 原
施

校 会 会 た 図 き 済 称 怒
0

恒 ■ 退 専
教 が が

0

書 つ 学 号 恒
一

に 禄 設

関
授 発 発 館 づ 部 が

一

郎 よ を

福 足 足 長 き 長 授 郎 り 名
田 し し を 社 に 与 お 同

､

誉 係

事
徳 た た 免 会 任 さ よ 赤 す 教
三

0 0

ぜ 学 ぜ れ び 松 い ヨ受
の ら 部 ら た 岡 安 せ に 項

れ 長 れ
0

赤
､

ん す
(〕

､

に た 枚 社 歌 い

年 数 任
0

変 会 り せ

祭 授 ぜ に 学 止 ん

･お 高 ら
､

部 め す
よ 橋 れ そ 教 が る

び 泰 た れ 授 決 件
胸 赦

0

ぞ 上 定 に

像 が れ 原 さ つ

5 4 2 1 Ⅰ2 1 1

研

究

学

術

交

流

出

版

関

係

事

項

と l の 論 二 た 忘 関

｢ ､ ド

l

来

0

国 レ ソ 埋 ら つ ニ
0

に

∂7 抒



( 3 2 7)
一

橋 大学 編 年 史

伽

､

軒

オ

除

幕

式
が

行
な

わ

れ

た
｡

ま

た

元

東

京

商

科

大

学

長
上

田

貞
次

郎
の

二

〇

年

祭
お

よ
び

肖

像
画

贈

呈

式
が

挙

行
さ

れ

た
｡

社

会

調

査

室
を

､

国
語

研
究

所

あ

と
に

設

置

す
る

こ

と

に

決
定

し

た
｡

安

保
条

約

改

正

反

対

闘
争
に

教
官

･

学

生
の

多
人

数
が

参
加

し
､

国

会
周

辺

で

の

デ
モ

､

学
生

の

授
業

放
棄
な

ど

が

つ

づ

い

た
｡

9

フ

ァ

カ

ル

テ

ィ

･

ク

ラ

ブ

が

職
員
集
会

所
の

小

集

会

窒
に

開
店
し

た
｡

岡

常

商

店
よ

り

法
学
部
に

岡

常

文

庫
基

金

(

国

際

法
･

経

済
法

関

係
の

文

庫

基

金
)

が

寄
付

さ

れ

た
｡

1 0

本

学

創

立

八
五

周

年
記

念
式

典
お

よ
び

経

済

研

究

所
二

〇

周

年
記

念
式

典

が
､

兼

松

講
堂
で

行
な

わ

れ

た
｡

社
会

学

部
の

あ

り

方
を

検
討
す
る

た

め
､

助

教

授
以
下
の

若
手
ス

タ

ッ

フ

よ

り

な

る

社

会

学

部

事
務

局
の

設

置

が

決

定
さ

れ
､

事
務

局

会

議
が

開
か

れ

た
｡

u

教

授

古

川
栄

一
が

商
学

部

長
お

よ

び

産
業
経

営
研

究

所

長
に

任

ぜ

ら

れ

た
｡

ケ

ン

ブ

リ

ッ

ジ

大

学

教
授

N
･

カ

ル

ド
ア

が

来

校

し
､

｢

資

本

蓄

積
と

経

済

成

長
+

と

題
し

て

講
演
し

た
｡

6

キ

ー

ル

大

学

数

授
E

･

シ

ュ

ナ

イ

ダ

ー

が

来
校

し
て

講

演
を

行
な

.
っ

た
｡

コ

ロ

ン

ビ

ア

大

学
数

授
J

･

モ

ー

リ

が

来

校

し
､

｢

ア

メ

リ

カ

外

交
政

策
を

め

ぐ
る

諸

問
題
+

と

題
し

て

講
演
し

た
｡

オ

ブ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

大

学

数

授
l

･

R
･

ヒ

ッ

ク

ス

が

来

校

し
､

｢

資
本

理

論
に

つ

い

て

の

若
干
の

考

察
+

と

屈
し

て

セ

､
､

､

ナ

ー

を

開

催
し

た
｡

一

橋
大

学

産

業
経

営
研
究

所

編

訳

『

会

計

監

査

手

続
ケ

ー

ス

･

ス

タ

デ
ィ

ー

(

1
)

』

が

刊

行
さ

れ

た
｡

8

恕
叫

首
訂
g
ひ

e
訂
一

計
S

･

ヾ

§
～

ミ
っ

哲
乱
已

染
ま
乳
叫

琵
(

く
○
-

一
-

〉

Z
〇
.

-
〉

』
+

毒
声
Ⅵ
叶

-

課
○

)

が

創
刊
さ

れ

た
｡

･

9

オ

ラ

ン

ダ

経
済

大

学

教

授

1
･

テ

ィ

ン

ベ

ル

ヘ

ン

が

来
校
し

､

セ

､
､

､

ナ

ー

を

開
催
し

た
｡

ウ

ユ

ズ

レ

リ

ア

ン

大

学
教

授
E

･

カ

ウ

ダ

ー

が

来
校
し

､

一

年
間

メ

ン

ガ

ー

文
庫
の

研

究
の

か

た

わ

ら
､

前

期
に

て

ド

イ

ツ

語

講
義
を

担
当

し

た
｡

ハ

ー
バ

ー

F

大

学
数

授
･

駐
日

ア

メ

ヮ

カ

大

使
E

･

0

‥
フ

ィ
シ

ャ

ワ

1

が

来
校

し
､

講

演

を

行
な
っ

た
｡

文

部

省

科
学

研

究
費
に

よ

る

社

会

学
部

機

関

研

究

｢

屑

和

社
会

に

お

け
る

欧

化
と

そ

の

影

響
+

が

発
足
し
た

｡

川

在
日

ド

イ

ツ

大

使
館

文

化

部
長
E

･

フ

リ

ー

ゼ

が

来

校

し
､

｢

ド

イ

ツ

の

現

状

1
主
と

し

て

法

制
を

ヰ
心

に

し

て

1
+

と

題
し

て

講
演
し

た
｡

ミ
ュ

ン

ヘ

ン

大

学
数

授
G

･

フ

ィ

ッ

シ

ャ

ー

が

来
校

し
､

｢

ド

イ
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一 橋論 叢 第 五十 四巻 第 三 号 ( 3 2 8)

3 6 3 5

4 3 1

田 さ

敦 中 商 れ 前

授 誠 学 た 期

山 二 部
0

制

中 が 教 度

篤 停 授 検

大 牢 石 討

郎 退 井 委
は 官 雇 員

大 し 三 会

学 た
'

が

長
○

経 前

を 書芹 期

免 学 制
ぜ 部 度
ら 教 委

岳
】

人

事

制

度

施

設

関

係

事

貞
会

と

改

称
さ

れ
､

増

員

授

佐

藤
弘

､

法

学

部

教

授

れ
､

教

授

高
橋
奉
我
が

大

学
長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

教

授
高
橋
泰
蘇
は

図

書

館

長

を

免
ぜ

ら

れ
､

教

授

森

田

健
三

が

図

書
館

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

元

経

済

学

部

教

授
佐

藤
弘

､

元

法

学

部

教

授
田

中

誠
二

に

そ

れ

ぞ

れ
一

橋
大

学

名

誉

教

授
の

称

号

が

授
与
さ

れ

た
｡

教

授

田

中

和

夫
が

法

学

部

長
に

任

ぜ

ら
れ

た
｡

商
学

部
に

証

券

市

場
論
の

講
座

が

新

設
さ

れ

た
｡

研

究
･

学

術

交

流
･

出

版

関

係

事

項

う乃

ッ

経

営

凝
済

学
の

現

状
+

と

題
し

て

講

演

し

た
｡

『

一

橋
論

叢
』

一

〇

月
号

を
一

橋
大

学

創
立

八

五

周

年

記

念

号

｢

社

会

科

学
の

現

状
と

反

省
+

(

二
一

八
ペ

ー

ジ
)

と

し
､

一

橋

大

学
一

橋
学

会
･

一

橋
論

叢
編

集

所
よ

り

刊

行

さ

れ
た

｡

転
科

訂
訂
g
ひ

卓
払

ま

㍉
Q

S
-

3

白
～

Q

ヽ

由
Q
Q

さ
q

ヨ
訂
玩

(

く
0
-

.

-
-

Z
〇

.
-

､

0
0
t

O

訂
→

-

心

示
○

)

が

創
刊

さ

れ

た
｡

1 1

オ

γ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

大

学

教

授
T

･

バ

ロ

ー

グ

が

来

校

し
､

｢

生

産

性
と

ド
ル

問
題
+

と

題

し
て

講
演
し

た
｡

神

戸

大

学
と
の

学

術

交

流
講
座
に

神

戸
大

学

教

授
新

庄

博
が

来
校

し
､

｢

通

貨
供

給
の

政

策

原

理
+

と

超
し

て

講
演

し

た
｡

1 2

昏
～

豆

旨
ぎ
旨
軋

㍉
Q

S
-

→

§
～

Q

ヽ
L

キ
訂

毎

払
Q

訂
喜
琵
(

く
0
-

+
}

Z
〇
･

-
一

D
e

O

e

m

g
→

-

や

筈
)

が

創
刊
さ

れ

た
｡

1

シ

カ

ゴ

大

学

教
授

E
･

G
･

ジ

ョ

ン

ソ

ン

が

来
校

し
､

セ

ミ

ナ

ー

を

開

催

し
た

｡

3

玩
キ
Q
叶

望
ト

か

重

盗
､ 叫

.

訂
S

一

さ

已

且
っ

(

ぎ
∋
∋
等
完

缶

た
ぎ
さ
へ

道
内

ヨ
向

き
≠

(

く
○
-

.

-
)

Z
〇
.

-
)

呂

覧
已
F

-

叢
-

)

が

創
刊
さ

れ

た
｡

4

前

期

学

生

凍
誌
『

一

橋
』

が

創

刊

さ

れ

た
｡

5

第
一

〇

国

学

術

講
座

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

社

会

と

文

学
+

が

九

日

か

ら

丁
九

日

に

わ

た
っ

て

開
か

れ

た
｡

太

田

可

夫

｢

近

代
ヨ

一

口

.
ァ

パ

に

お

け

る

人

間
の

意
識
+

､

海
老

池

俊
治

｢

イ
ギ

リ

ス

小

説
の

成

立
+

､

山
田

九
朗

｢

フ

ラ

ン

ス

文

学
を

た

ど
っ

て
+

､

大

畑

末

書

｢

ド

イ

ツ

的
と

は

何

か
+

､

金

子

幸

彦
｢

ロ

シ

ヤ

の

国

民

性
と

文

学
+

､

小

原
敬

士

｢

ア

メ

リ

カ

社

会
の

異

端
者
+

｡

法

学

部

論

文
集

･

大

平

善
梧
編
『

法

学
の

智

慧
』

が

刊

行
さ

れ

た
｡

鳴

〟

ゼ

泣

ヤ
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㍍

鮎
r

､

q

竹

セ

叫

聴

覚
教

室
が

開
設

さ

れ

た
｡

教

授
石
田

龍
次

郎
は

小

平

分

校

主

事
を

免
ぜ

ら

れ
､

教

授
増
田

四

郎
が

分

校

主

事
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

経

済

研

究

所
の

研

究

部
門

と

し

て

国

際
経

済

機
構

研
究

部
門

が

新

設
さ

れ

た
｡

8

教

授

馬
場

啓

之

助

が

経

済

学

部

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

1 0

元

本

学
外

人

数

師
レ

ッ

ド
マ

ン

氏
の

寄
託

金

を

基
に

し
て

､

前

期

学

生

を

対

象
と

す
る

レ

ッ

ド

マ

ン

箕
が

設
け

ら

れ

た
｡

1 1

前

期

制

度
委
員
会

を

解

散
し

､

学

長
の

も

と

に

全

学

的

委
員

会

を

設

け

る

こ

と

が

決

定
し

た
｡

ハ

ー

バ

ー

ド

大

学
教

授

B
･

シ

ュ

プ
ア

ル

ツ

が

来

校

し
､

｢

ア

ジ

ア
･

ア

フ

リ

カ

に

お

け

る

新

国

家

理

念
の

撞
頭
+

と

題

し
て

講
演
し

た
｡

6

シ

ラ

キ
ュ

ー

ズ

大

学

名

音

数
授

W
･

レ

ー

マ

ン

が

来

校

し
､

｢

経

済

学
と

社

会

学

と
の

交

渉
の

歴
史
的
考

察
+

と

題

し
て

講

演
し

た
｡

7

一

橋

大
学

産

業

経

営
研

究

所
編

『

わ

が

国
に

お

け
る

企

業

管
理

方

式
に

関

す
る

実

証
的

研

究
』

が

刊

行
さ

れ

た
｡

9

ジ

ョ

ン

ズ
･

ホ

プ

キ

ン

ス

大

学

教

授
R

･

A
･

マ

ス

グ

レ

イ

ヴ

が

来
校

し
､

｢

財
政

政

策
と

経

済
成
長
+

､

｢

社

会

的

欲

望
の

理

論
+

､

｢

低

所

得
国

に

お

け
る

西

欧

的

財
政

政

策
と

経

済

学
+

と

題
し

て

講
演

し

た
｡

1 0

第
一

一

回

学
術

講
座

｢

設

備

投

資
の

基
本

問
題
+

が
一

〇
目

か

ら

二

〇
日

に

わ

た

っ

て

開

か

れ
た

｡

小

泉
明

｢

設

備

投

資

と

金

融

政

策
+

､

高
宮

晋
｢

設

備
投

資
と

経

営

計

画
+

､

絵

本
雅

男
｢

設

備

投

資

と

経

済

計

算
+

､

木

村

増
三

｢

設

備

投

資
と

証

券

市

場
+

､

北

原
三

郎

｢

技
術
革
新

と

設

備

投

資
+

､

地

田

知
乎

｢

船

舶
近

代

化

と

海

運

経

営
+

｡
オ

ッ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

大

学

教

授
G

･

R
･

ス

ト

ー

リ

が

来

校
し

､

｢

英
米
に

お

け
る

日

本
近

代

史
研

究
に

つ

い

て
+

と

題

し
て

講

演
し

た
｡

ミ
ュ

ン

ヘ

ン

大

学

教

授
G

･

フ

ィ

ッ

シ

ャ

ー

が

来

校

し
､

｢

ド

イ

ツ

経

営

経

済

学
の

現

状
+

と

題
し

て

講
演
し

た
｡

望 1

科
目

検
討
委

員
会

第
一

回

会

合
が

開
か

れ
､

学

科

目
の

改

廃
･

新

設
､

そ

の

他

前
後

期
を

通

じ
て

学

科

目
の

再

検
討

が

行

な
わ

れ

た
｡

前

期

履
修

規

定
が

改

訂

さ

れ
､

第

四

条

｢

一

旦

履
修
届

を

し
た

座

は

必

ず
所

定

単

位
を

取

得
し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

+

の

全

文

削

除
の

l

ハ

ー

バ

ー

ド

大

学
教

授

S
･

ク

ズ

ネ

ッ

ツ

が

来

校

し
､

｢

経

済

成

長
の

研

究
に

か

ん

す
る

若

干
の

問
題
+

と

題
し

て

講

濁

し

た
?

3

プ

リ

ン

ス

ー

ン

大

学

教

授
W

･

W
･

ロ

ッ

ク

ウ

ッ

ド
■
が

来

校

し

た
｡
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人

事
･

制

度
･

施

設

関

係

事

項

研

究
･

学

術

交

流
･

出

版

関

係

事

項

他
､

数
項

目

に

訂

正
が

ほ

ど
こ

さ

れ

た
｡

3

商

学
部

教

授

深

見

義

一
､

経

済

学

部
教

授
中

山

伊

知

郎
､

法

学

部

教
授

町

野
実

秀
､

社

会

学

部

教

授
熊
野
正

平
が

停
年

退

官
し

た
｡

一

橋
大

学
に

包

括
さ

れ

て

い

た

旧

制
東

京

商

科

大

学
は

昭

和
三

七

牛
三

月

三
一

日

限

り

廃

止
に

な
っ

た
｡

旧

制
研

究

科

学
生
の

履
修
及

び

旧

制

学

位

令
に

よ

る

学

位

授

与
の

最
終

期

限

も

同
日

終
了

し

た
｡

4

元

商

学

部

教

授

深

見

義
一

､

元
経

済
学

部

教

授
中

山

伊

知

郎
､

元

法

学

部

教

授

町

田

実

秀
に

そ

れ

ぞ

れ

二
橋

大

学

名

音

数

授
の

称

号

が

授

与

さ

れ

た
｡

教

授

太

田

可

夫
が

社

会

学

部

長
に

任

ぜ

ら
れ

た
｡

9爪
Vl

い

わ

ゆ
る

｢

大

学

管
理

法
+

問
題

が

全

学

的

問

題
と

し

て

取

り

上

げ

ら

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
｡

前

期

試

験

規

則
の

一

部
が

改

め

ら

れ

た
｡

経

済

研

究

所

新

庁

舎

竣
工

記

念
式

典
お

よ

び

祝

賀
会

が

挙

行

さ

れ

た
｡

前

期
の

ロ

シ

ア

語
の

講
座

が

文

部

省

よ

り

認
め

ら

れ

た
｡

元

東
京

商

科

大

学

長

故
佐

野
善

作
の

銅
像

除

幕

式

が

行

な

わ

れ

た
｡

1 1

教

授

藻
利

重

隆
が

商

学
部

長

お

よ

び

産

業
経

営
研
究

所

長
に

任

ぜ

ら

れ

た
｡

1 2

名

誉

教

授

佐

藤
弘
は

脳
卒

中
の

た

め

逝

去
さ

れ

た
｡

4

文

部

省

科

学

研
究

費
に

よ

る

法

学

部
機

関

研
究

｢

企

業

活

動
の

法

的

保

護
と
そ

の

調
整
+

が

発

足

し

た
｡

5

第
一

二

回

学

術
講

座

｢

今

日

世

界
の

問
題
+

が

八

日

か

ら
一

八
日

に

わ

た
っ

て

開
か

れ

た
｡

都

留
重

人

｢

富
裕

閑

暇
の

問
題

事
ガ

ル

ブ
レ

イ

ス

を

め

ぐ
つ

て
+

､

馬

場

啓

之
助

｢

福
祉
国

家
へ

の

転

換
の

問
題

さ
ロ

ス

ト

ウ

を

め

ぐ
っ

て
+

､

小

泉
明

｢

世

界
通

貨
の

問

題

-
ト

リ

フ

ァ

ン

を

め

ぐ
っ

て
+

､

山
田

雄
三

｢

世

界
経

済

と

民

族

主

義
の

問
題

-
､
､

､

ユ

ル

ダ

ー

ル

を

め

ぐ
っ

て
+

､

小

島

清

｢

ヨ

ー

ロ

ブ

パ

共

同
市

場
の

問

題

2
シ

ト

ウ

ス

キ

ー

､

バ

ラ

ッ

サ

を

め

ぐ

っ

て
+

､

野
々

村
一

雄

｢

共

産

主

義
移
行
の

問

題

1
二

二

回

党

大

会

報

告
を

め

ぐ
っ

て
+

｡

6

ハ

ー

バ

ー

ド

大

学

教

授
A

･

ス
､

､

､

シ

ー

ズ

が

来

校

し
､

｢

貸

金

と

費

用
の

悪
循
環
+

と

題

し
て

講

演
し

た
｡

7

数

年
前
か

ら
､

学

生
の

個

別

的

海
外
旅

行

が

盛

ん

に

な
っ

た
の

で

本
年

度
か

ら
､

そ

れ

を

学

校
の

行
事

と

し

て

統

轄

す

る

こ

と

七
な

り
､

本
年

は
一

橋
大

学

東

南
ア

ジ

ア

社

会

経

済

踏

査

隊
を

結
成

､

学

生

一
〇

名

を

専
任

講
師

深

沢

宏
が

引

率
し

て
､

ヴ
ェ

ト

ナ

ム

･

カ

ン

ポ

ジ

ャ

･

タ

イ
･

マ

ラ

ヤ
･

イ

ン

ド

ネ

シ

ヤ

各

国

を

訪

問
し

た
｡

社
会

学
部

研

究

会

を
一

〇

月
よ

り

開

催
す
る

こ

と
に

決

定
し

た
｡

ハ

ー

バ

ー

ド

大

学

東
ア

ジ

ア

研
究
セ

ン

タ

ー
▼

J

･

M
｡

H
･

リ

ン

ド
ベ

ア

ク

が

来

校

し

た
｡

9

神

戸

大
学

と
の

学

術

交

流

講
座
に

神

戸

大

学

教

授

家

本

秀
太

郎
が

来
校
し

､

｢

産
業
部
門

的

視

角
に

つ

い

て
+

と

超
し
て

講

演
し

た
｡

プ
ア

ン

ダ
ー

ビ

ル

ト

大

学

教

授
N

･

G
･

レ

ー

ゲ
ン

が

来
校

し
､
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鳴

血
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た 良

に 本 太 教 大

国 年 郎 i受 管

語 虔 が 高 法

を よ 経 橋 問
加 り 済 長 題

え 入 研 太 に

て 学 究 郎 つ

行 試 所 は い

な 験 長 経 て

わ 斜 に 済 の

れ 目 任 研 全

る に ぜ 究 学
こ 変 ら 所 研

と 更 れ 長 究
に が た を 集

な あ
0

免 会
つ り ぜ が

ナ:
'

ら 開
0

第 れ か
､

れ

次 数 た

試 授
0

験 伊
に 大

新 知
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し 学 『 自
て 教 自 然
講 授 然 科

濱 G 科 学
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･

学 研
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特
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七 し / ｢

年
､

三
一

社 七
､

長 束 郎 ㌧ 達 ㌧
一

日 ロ ○ 会 年

う∂J

鮮

事l

サ



一 橋論 叢 第 五 十 四 巻 第三 号 ( 3 3 2 )

3 8

人

事
･

制

度
･

施

設

関

係

事

項

研

究
･

学

術

交

流
･

出

版

関

係

事

項

学

長
認

証

官
問
題
で

､

国

立

大

学

協
会

会

長

あ
て

に

学
長

名
で

反

対

意
志

を

表

明
､

全

国

各

国
立

大

学

長
あ
て

に

そ
の

旨
の

通

知
が

行

な

わ

れ

た
｡

商
学
部

教

授
大

林

良
一

が

停
年
退

官
し

た
｡

4

元

商
学

部

教

授
大

林

良
一

に
一

橋
大
学

名

誉

教

授
の

称

号
が

授
与

67
0
0

さ

れ

た
｡

教

授
田

上

穣
治

が

法

学

部

長
に

､

教
授

坂

田

太

郎

が

社

会

学

部

長

に
･
そ

れ

ぞ

れ

任
ぜ

ら

れ

た
｡

商
学

部
に

管
理

統
計
の

講

座
が

新

設
さ

れ

た
｡

経

済

学

部

講
座
の

五

部

門

間
の

ア

ン

バ

ラ

ン

ス

を

是
正

す
る

た

め

次
の

よ

う
に

再

編

成
が

行

な

わ

れ

た
｡

経

済

学

部

門
を

､

経

済

学

第

一

部

門
､

経

済
学

第
二

部
門

､

経

済

事

情

部

門
に

三

分
し

､

経

済

学

第
一

部

門
の

中
に

､

経

済
原

論
第

一

･

経

済

原

論

第
二

･

経

済

学

史

の

三

講

座

を

含
め

､

経

済

学

第
二

部

門
の

中
に

､

計

画

経

済

論
･

経

済
地

理

学
の

二

講
座

を
入

れ
､

そ

し

て

経

済

事

情

部

門
の

中
に

東

洋

経

済
一

講
座
を

当

て

る
｡

同

時
に

､

統
計

学

部

門

は

統

計

学

応

用

数

学

部

門
と

改
め

ら

れ

た
｡

教

授

森
田

優
三

が

引

き
つ

づ

き

図

書

館

長
に

任

ぜ

ら

れ

た
｡

小

坂

文

庫
の

整
理

を

完
成

し

図

書

館
へ

移
管
し

た
｡

教

授
松
本

雅

男
が

産
業
経

営

研

究

所
長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

後
期

共

通

科

目

委

員
会
が

設

け

ら

れ
る

こ

と
に

な
っ

た
｡

教
授
増

田

四

郎
が

小

平

分

校
主

事
に

再

任
さ

れ

た
｡

教

授
村

政
祐

次

が

経

済

学

部

長
に

任

ぜ

ら

れ

た
｡

社
会

学

部
に

社

会

史
の

講

座
が

新
設

さ

れ

た
｡

語

学

研
究

室

(

仮

称
)

が

発

足
し

た
｡

ハ

ー

バ

ー

ド

大

学
教

授
･

駐
印
ア

メ

リ

カ

大

便
1

･

E
･

ガ

ル

ブ

レ

イ

ス

が

来

校
し

た
｡

5

ハ

ン

ブ
ル

ク

大

学

ア

ジ

ア

研

究

所

長
グ
ロ

フ

マ

ン

が

来

校

し
た

｡

シ

カ

ゴ

大

学

教

授
M

･

フ

リ

ー

ド

マ

ン

が

来

校

し
､

｢

貨
幣

政

策

の

諸

問
題
+

と

題
し

て

講
演

し

た
｡

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

国
立

大

学

教

授

J
･

グ

ロ

ー

フ

ォ

ー

ド

が

来

校

し
､

｢

ア

ジ

ア

に

お

け
る

濠
州

経

済
+

と

題

し
て

講
演
し

た
｡

第
一

四

回

学

術

講
座

｢

資
本
主

義
の

発

展
と

変

動
+

が

七

日

か

ら

一

七

日

に

わ

た
っ

て

開
か

れ

た
っ

大

野

精
三

郎

｢

古

典

派
経

済
学
の

経

済

発
展

観
+

､

梅

村

又

次

｢

日

本
経

済
の

近

代

化

と

雇
用

問
題
+

､

佐

藤

定

幸
｢

ア

メ

リ

カ

資

本

主

義
の

構
造

的

危

機
+

､

倉
林

義
正
｢

経

済

計

画
と

景
気
調

整
+

､

本
田

創
三

｢

ア

メ

リ

カ

資
本

主

義

発

展
の

歴

史
的

前

提
+

､

藤
野

正
三

郎

｢

日

本
経

済
の

発

展
と

景
気

循

環
+

｡

6

ワ

シ

ン

ト

ン

大

学

教

授
D

･

F
･

ヘ

ン

ダ

ー

ソ

ン

が

来

校

し
､

｢

日

米
商

取

引
に

つ

い

て

の

法

律

家
の

役
割
+

と

題

し
て

講
演
し

た
｡

9

一

橋
大

学

産

業
経

営
研

究

所

編

『

百

貨

店

経

営
ケ

ー

ス

･

ス

タ

デ

ィ

ー

』

が

刊
行
さ

れ

た
｡

パ

リ

大

学

教

授
1

･

マ

ル

シ

ャ

ル

が

来

校

し
､

｢

フ

ラ

ン

ス

に

お

け
る

経

済
計

画
の

問
題

点
+

と

題
し

て

講
演

し
た

｡

1 0

第
一

五

回

学

循

講
座

｢

現

代
日

本

社
会
の

特

質
+

が

八

目

か

ら
一

八
日

に

わ

た
っ

て

開
か

れ

た
｡

山

中

篤
太

郎

｢

日

本

と
そ

の

社
会

的

課

題
+

､

石
田

忠

｢

我

国
に

於

け
る

失

業
一と

貧
困
+

､

大

陽

寺

順
一

｢

技
秘

事

新
と

労

働
問

題
+

､

岡

義

達
｢

社
会

変
動

と

政

党
+

､

佐
々

5 β之

″

叫

臣

や



(3 3 3)
一 橋大 学編 年史

(U
ノ

ウ
J

鮮

､

郎

憮

一り
､

叶

10

大

学

院
手

当

問

題
が

全

学

問
題

と

し

て

取

り
上

げ

ら
れ

た
｡

1 1

株

式

会

社

日

立

製
作

所
よ

り

H
I

勺

A
C

-

○

-

計

数

型

電
子

計

算

機
一

式
の

無

償
貸
与

を

う

け
た

｡

本

年
四

月
い

ら
い

着
工

し
て

い

た

磯

野
研
究

館
の

竣
工

式
が

行
な

わ

れ
､

じ
ゆ

う
ら
い

劣

悪
で

不

足

し
て

い

た

教
官

研

究

室
､

大

学

院

共

同

研

究

室
な

ど
の

研
究

施
設
が

一

段
と

改

善
さ

れ

た
｡

1 2

本

年
四

月
い

ら
い

着
工

し

て

い

た

第
一

学
生

集
会

所

が

竣
工

し
､

名

称

を

学
生

集

会

所
と

改

め

た
｡

l

磯

野

研

究
館

に

法

律
資
料

室

(

第
一

-

第
二
)

が

移

転
し

､

経

済

法

共

同

研

究

室
が

置
か

れ

た
｡

2

外

国

人

留
学
生

の

前

期
の

履

修

制

度
に

特

例
が

認

め

ら

れ
､

他
の

科

目

と
ふ

り
か

え

に

日

本

語

科

目

及
び

日

本

事

情
に

関
す

る

科

目
の

特
別

講
義

を

行
な

う
こ

と

に

な
っ

た
｡

科

目
は

①
一

般
日

本

事

情
､

④
日

本
の

政

治
･

経

済
､

④
日

本

の

歴

史
･

社

会
､

④
日

本

の

科

学
･

技

術

で

あ
る

｡

国
立

大

学
の

学

科

課

程

講

座

科

目
に

関

す

る

文

部

省
令
に

よ

り
､

一

橋

大

学
の

講
座
科

目
が

再

編

成
さ

れ

た
｡

3

入

試
制
度
検
討
委
貞
会

は
､

能

研
テ

ス

ト

に

関

す

る

中

間
報

告
を

評

議
会
に

振

出
し

､

そ

の

了

承

を

得
た

上

で

各

教

授

会
に

報

告

書
･

印
刷

物
を

配

布

し
た

｡

社

会

学

部
に

社

会

哲

学
･

社

会

心

理

学
の

二

講

座

が

新

設

さ

れ

た
｡

図

書
館
小

平

分

館
の

拡

張
工

事
が

完

成

し
､

目

録

宝

が

拡

張
さ

れ
､

新

聞
雄

誌

周

覧

竜
､

資
料
展
示

竜
､

マ

イ

ク

ロ

フ

ィ

ル

ム

･

リ

木

潤

之

介
｢

日

本

社

会
の

封

建

遺
制
+

､

多
田

鉄

雄

｢

教

育

制

度

に

於

け
る

諸

問

題
+

｡

ペ

ン

シ

ル

ベ

ニ

ア

大
学

教

授
L

･

R
･

ク

ラ

イ
ン

が

来

校

し
､

｢

ケ

イ
ン

ズ

革
命
再

考
+

と

題

し
て

講
演

し
た
■し

､
､

､

シ

ガ

ン

大

学

教

授
E

･

E
･

ポ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

が

来

校

し
､

｢

闘

争
の

純

粋
理

論
+

と

題
し

て

講
演
し
た

｡

神

戸
大

学

と
の

学

術
交

流
講
座
に

神

戸

大

学

教

授

宮

下
忠

雄

が

来

校
し

､

｢

中

国

農
村
の

人

民

公

社
に

つ

い

て
+

と

題
し
七

講

演
し

た
｡

1 1

神

戸
大

学
と
の

学
術

交

流

講

座
に

神

戸

大

学

教

授

住
ノ

江

佐
一

郎

が

来
校
し

､

｢

証

券
理

論
の

基

礎

と

体

系
+

と

属

し
て

講
演

し
た

｡

l

神

戸

大

学
と
の

学
術

交

流

講

座
に

神

戸
大

学

教

授
八

木

弘
が

来
校

し
､

｢

株

式

会

社

財
団

論
に

つ

い

て
+

と

題
し

て

講
演

し

た
｡

3

本

学

関

係
ア

ジ

ア

研
究

者
の

相

互

理

解
の

場
と

し

て
､

｢

月

曜

会
+

と
い

う

名

称
の

研

究

会
が

作
ら

れ
､

毎

月
一

回

研
究

会

を

開

く
こ

と

に

な

り
､

そ
の

第
一

回

研

究

会
が

開

か

れ
た

｡

4

フ

ラ

イ
ブ

ル

ク

大

学

教

授
F

･

A
･

ハ

イ
エ

ク

が

来

校

し
､

｢

ケ

イ
ン

ズ

経

済
学
の

評

価
+

と

題
し

て

講
演

し

た
｡

5

第
一

六

回

学

術

講

座

｢

経

営

計

画
の

基

本

問
題
+

が

七

日

か

ら
一

九

日
に

わ

た
っ

て

開
か

れ

た
｡

山
田

欽
一

｢

最

適

計

画
の

た

め

の

数

学

的

方

法
+

､

宮
川

公

男
｢

経
営
計

画
と

吋
E
河

ゴ
､

古
川

栄
二

｢

経

営
計

画

と

予

算
編
成
+

､

番

瘍
嘉

一

郎

｢

計
画

会

計
の

基

本

問
題
+

､

長
沢
惟

恭
｢

銀

行

経

営
に

お

け
る

流
動
性
の

準

則
+

､

木

村

増
三

｢

証

券

業
の

経

営

と

計

画
+

｡

､

､

､

シ

ガ

ン

大

学

数

授
E
･

E
･

ボ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

が

来

校

し
､

｢

鹿
と

海

狸

-
二

財
世

界
の

経

済
学
+

､

｢

需

要
･

供
給

に

よ

る

経

済
学
の

教
え

方
+

と

題
し
て

講
演
し

た
｡

j ∂3



一 橋論叢 第 五 十 四巻 第三 号 (3 3 4)

3 9

人

事
･

制

度
･

施

設

関

係

事

項

研

究
･

学

術

交

流
･

出

版

関

係

事

項

ー

ダ
ー

宝
､

自

由

接

架

室
､

教

官
用

閲

覧

室
が

設

け

ら
れ

た
｡

商
学

部
教

授

久

武

雅

夫
が

停

年
退

官

し

た
｡

4

教

授
高
橋
泰

痺
は

大

学

長
を

免
ぜ

ら

れ
､

教

授

増
田

四

郎
が

大

学

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

文

部
省

令
に

よ

り

経

済

研
究

所
所

属
の

研

究

施

設
と

し

て

日

本

経

済

統
計

文

献
セ

ン

タ

ー

が

設

置
さ

れ

た
｡

文

部

省

訓

令
に

よ

り
一

橋

大

学

附

属

図

書

館

｢

小

平

分

館
+

が

官

制
化

さ

れ

た
｡

商
学

部
に

､

経

営

機

械
化

研
究

部

門

の

増

設

が

認

め

ら

れ
､

教

授
･

助

教

授
･

助

手

各
一

名
､

技
官

･

事

務

員
･

傭
人

各
一

名
が

定

員
化

さ

れ

た
｡

社

会

学

部

社

会

調
査

室

が

磯

野

研

究

館
に

移

転
し

た
｡

5

大

学

長

増
田

四

郎
は

小

平

分

校

主

事

事

務
取

扱

を

免

ぜ

ら
れ

､

教

授

金

子

幸

彦
が

小

平

分

校

主

事
に

任
ぜ

ら
れ

た
｡

入

試

制

度
検

討

委
員
会

を

発
展

的
に

解

消
し

て

入

試

制

度
委

員

会

が

設

け

ら
れ

た
｡

-

教

授

山
田

欽
一

が
一

橋

大

学

附
属

図

書
館
小

平

分

館

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

語

学

教

育

検

討
委

貞
会

が

設

置
さ

れ

た
｡

9

商
学

部
の

従

来
の

五

研

究

部

門

を

経

営

研
究

部

門

と

経

営

機

械

化

研

究

部

門
と

に

統
合

し
､

経

営

研

究

部
門

に

六

研

究

室
､

す
な

わ

ち

企

業
経

営
原

理

研
究

室
､

公

企

業
･

公

益

事
業

経

営

研

究

室
､

企

業

規

模

研

究
室

､

賃
金

･

労

働

時

間

管
理

研

究

室
､

資

本

管

理

研

究

室
､

企

業
経

営

発
達

史
研

究

室
を

､

経

営
機

械

化

研

究

部

門
に

三

研

､

､

､

シ

ガ

ン

大

学

数

授
E

･

E
･

ポ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

が

来

校

し
､

｢

経
済

行

動
■の

動

態

的
･

現
実

的

理

論
+

と

題
し

て

講

演
し

た
｡

ハ

㌧
ハ

ー

ド

大

学

教

授

1
･

E
･

フ

ェ

ア

バ

ン

ク

が

来

校

し

た
｡

7

一

橋

大

学
オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

社

会

経

済

踏
査

隊
が

結

成

さ

れ
､

教

授
小

島

清

隊

長

と

共
に

､

学
生

七

名
が

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

各

地
の

調

査

に

出

発
し

た
｡

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ヤ

国
立

銀

行

D
･

H
･

メ

リ

ー

が

来

校

し

た
｡

9

カ

ヮ

フ

ォ

ル

ニ

ア

大
学

教
授
G

‥
ア

ィ

ン

ト

ナ

ー

が

来

校

し
た

｡

ロ

ン

ド

ン

大

学

教

授
D

･

C
･

ト

ゥ

イ

チ

ェ

ッ

ト

が

来

校

し
､

｢

中

国

研

究
の

問
題
点
+

と

屈

し

て

講
演

し
た

｡

1 0

ス

タ

ン

フ

ォ

ー

ド

大

学

助

教

授
ノ

ブ

タ

カ
･

イ

ケ

が

来

校

し
､

｢

デ

モ

ク

ラ

シ

ー

の

比

較
政

治

的
考

察
+

と

題

し
て

講

演
し

た
｡

第
一

七

回

学

術

講

座

｢

繁
栄
の

中
の

経

済

問
題
+

が

一
三

日

か

ら

二

三

日

に

わ
た

っ

て

開
か

れ

た
｡

小

島
清

｢

国

際
産

済

と

日

本
+

､

梅

村

又

次

｢

労

働

問
題
+

､

塩

野

谷

祐

一
｢

産

業
構

造
+

､

山

田

雄
三

｢

経

済

構

造
+

､

馬

場

啓
之

助

｢

物

価

問

題
+

､

荒
憲

治

郎

｢

資
本

構

造
+

｡神

戸

大

学
と

の

学
術

交

流

講

座
に

神

戸
大

学

教

授
野
村

寅
三

郎
が

来

校

し
､

｢

交

通

機

関
と

土

地

開

発
+

と

題
し

て

講
演

し

た
｡

u

語

学

研

究

室

機

関
誌

『

言

語

文

化
』

■
が

創
刊

さ

れ

た
｡

パ

リ

大

学

名

誉

教
授

F
･

ペ

ル

ー

が

来

校
し

た
｡

ミ

シ

ガ

ン

大

学

教
授

A
･

P

‥
フ

ー

ナ

ー

が

来

校

し
､

｢

ケ

イ

ン

ズ

以

後
の

経

済

学
+

と

題

し
て

講

演
し

た
｡

神

戸

大

学
と
の

学
術

交

流

講

座
に

神

戸
大

学

教

授

川
上

太

郎
が

来

5 β≠

止

-

ヂ

軒
-

申



( 3 3 5) 一 棟大 学 編 年史

∂β5

軒

申

下

究

室
､

す
な

わ

ち
シ

､
､

､

ユ

レ

ー

シ

守

ン

研

究

室
､

情

報

管

理

研

究

室
､

市

場

調
査

研
究

室

を
お

く
こ

と

に

な
っ

た
｡

1 1

牧

村

瀬
春

雄

博
士
の

胸
像
が

附

属
図

書
館

前
に

建

設
さ

れ

た
｡

教

授
者

揚
幕

一

郎
が

商

学

部

長
に

任

ぜ

ら

れ

た
｡

新

寮
建
設

に

と

も

な

う

寮

規

則

改
正

問
題

が

検

討
さ

れ

る

こ

と

に

な
っ

た
｡

1 2

大

学

院

問
題

検

紆
懇
談

会
が

は

じ

め

て

開
か

れ
､

大

学

院
手

当

問

題
を

中

心
に

大

学

院

制

度
に

つ

い

て

討

議

さ

れ

た
｡

校

し
､

｢

現

代
に

お

け
る

国

際

私

法
の

課
題
+

と

題

し
て

譲
渡
し

た
｡

神

戸

大

学
と
の

学

術

交

流
講
座
に

神

戸

大

学

教

授
北

野

熊
善

男
が

来

校
し

､

｢

社
会

主

義

と

理

論

経

済

学
+

と

題

し
て

講
演
し

た
｡

12

ソ

連

科
学

ア

カ

デ
ミ

ア

経

済

研

究
所

長
プ

ロ

ト

ニ

コ

フ
､

ソ

連
世

界
経

済
国

際

関

係

研

究

所

副

所

長
メ

ン

シ

コ

フ

が

来

校
し

た
｡

1

社

会

学

部
に

社

会

倫
理

学
･

教
育

社

会

学
･

社

会
地

理

学
･

文

芸

社
会

学
･

比

較

文

化

論
の

五

講

座
が

新

設

さ

れ

た
｡

3

経

済

学

部

教

授

山

中

篤
太

郎
､

同

森

田

健
三

､

同

山
田

雄
三

､

お

よ

び

社

会

学

部

教

授
大

畑
末
吉

､

同

山

田

九

朗
が

停

年

退

官
し

た
｡

教

授
馬

場
啓

之

助
が

一

橋
大

学
附
属

図

書

館

長
に

任
ぜ

ら

れ

た
｡

教

授

植
枚
正

が

法

学

部

長
に

任

ぜ

ら

れ
､

教

授

坂
田

太

郎
が

社

会

学
部

長
に

再

任
さ

れ

た
｡

法

学

部
に

国

際

関

係

論
の

講

座

が

新
邪

説

さ

れ

た
｡

4

元

経

済

学

部

教

授

山

中
篤
太

郎
､

同

山

田

雄
三

､

お

よ

び

元

社

会

学

部

教

授

山
田

九

朗
に

そ

れ

ぞ

れ
一

橋
大

学

名

誉

教

授
の

称

号
が

授

与

さ

れ

た
｡

1

エ

ー

ル

大

学

助

教

授
B

･

バ

ラ

ッ

′
サ

が

来

校
し

､

｢

購
売

力

平

価

説
の

再

考
察
+

と

題
し

て

講

演
し

た
｡

3

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト

大

学

数
授

E
･

ハ

ブ

ク

ス

が

来

校

し
､

｢

ビ

ジ

ネ
ス

･

ア

ド
､

､

､

ニ

ス

ト

レ

ー

シ

ョ

ン

の

最
近
の

発

展
+

と

題
し
て

講

演
し

た
｡

デ
ン

マ

ー

ク
･

ア

ル

ナ

ス

大

学

名

誉

教

授

J
･

ぺ

デ
ル

セ

ン

､

同

教
授

H
･

C
･

ヨ

ハ

ン

セ

ン

が

来
校

し

た
｡

4

T
･

マ

イ

ヤ

ー

博
士

､

ミ
ュ

ン

ヘ

ン

大

学

教

授
E

･

ポ

ズ

ル

､

ベ

ル

リ

ン

大

学

数

授
H

･

ヘ

ル

ピ

ー

ク

が

来

校

し
､

｢

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

け

る

十
二

世

紀
+

と

題
し

て

講

演

し

た
｡

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

国
立

大
学

教

授

H
･

W
･

ア

ル

ン

ト

が

来

校

し
､

｢

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア

と
日

本
+

と

題
し
て

講

演

し
た

｡



一 橋 論 叢 第 五 十 四 巻 第 三 号 (3 3 6)

科

梱

才礪

が

ド
′

申

外 国 語 人 文 科 学 系 列

外 外

国 国
ク 〝 〝 皇 五 壬五

P l コ p 【コ

琴 第

( ( ( ( (

蕗 華 仏 独 英
) ) ) ) )

人 入 貢 独 仏 英 中 国 目 心 倫 哲 西 東 口

文

類 文 文 文 文

地

学 理 学

国 本

文 文

理 理 洋 洋 本

学 学 学 単 語 学 学 学 学 史 史 史

歴

史
学
(

醐

脚

班
)

計
耐
町

㍉
ピ
2 4

…
m

1 6 1 6 1 6 1 6 2 4

1 6 1 6 1 6 1 6 2 0

1 6 1 6 1 6 1 6 2 0

8 8 8 8 1 2

8 8 8 8 1 2

8 8 8 8 1 2

8 8 8 8 1 2

8 8 8 8 1 2

8 8 8 8 1 2

8 8 8 8 1 2

8 8 8 8 1 2

8 8 8 8 1 2

8 8 8 8 1 2

名 8 8 8 1 2

1 2 12 1 2 1 2 1 2

1 2 12 1 2 1 2 1 2

1 2 12 1 2 1 2 1 2

4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 4

4 4 × 4 4 4

× 4 4 4 4 4

× 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

× 4 4 4 4 × 4 4 × 4 4 4 4 4 4

× 4 × 4 × 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4

× 4 4 4 × × 4 4 × 4 4 4 4 4 4

× 4 × 4 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4

4 4 × × 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 × 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4

4 4 × 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 × 4 × 4 4 × 4 4 4 4

4 4 × 4 4 4 4 × 4 4 4 × 4 4 4

4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 × 4 4 4 4

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

前
期
講
義
科
目

変
遷
表
(

数

字
は

単
位

数
､

×

は

休
講
)

う∂β



( 3 3 7) 講義科 目 変遷表

専 門 科 目

意 経 経 会

済 営 計

史 学 草

枕 概 概

法 論 論 論

4 4 4

4 4 4

4 4 4

2 2

2 2

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4

4 4 4

4 4 4

保 健 体 育

特 休 体

殊 育 育

休 実 講

育 技 義

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

2 2 2

､

自 然 科 学 系 列 社 会 科 学 系列

統 地 生 化 化 化 物 数 数 数 数 数

学 学 学
学 学

学 学

計 物 理 第 第

第 第 第 _ _ 第 第

学 学 学 ニ ー

学 単 三 B A ニ ー

社 政 法 経 商

会 学 済 業
治

思 通 通 通

想 学 論 論 論

4 4 4 4

4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 × 4 4 4 4

6 6

6 6

6 6

2 4

2 4

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

2 2

4 4

4 4

4 4

4 4

4

4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 × 4 4 4

× 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

4 4 4 4 4

ββ7

絆

紅1

悔

′J
l

､ヽ

紗



一 橋論叢 第五 十 四 巻 第 三 号 ( 3 3 8)

経 営 学 部 門

嶋

ザ

ぎ瀬

ぎご

噂

即

一

瞥

理

工

学

捻

論

4

4

4

経 企 管 経 経 協 財 労 生 経

営 業 理 営
営

同 務 務 産
営

学 学

字 形 統 統
原

覿 管 管 管
概

史 態 計 計 理 合 理 理 理 論

経

営

学

放

論

/
′

年

度

′

′
′

/

講

義
科

目

/
4 4 4 ×

4 4 一× 4

4 4 4 × 4
斗

× 4

× 4

× 4

4 4

2 4

4 4 2

4 4 4

4 4 ×

4 4

×

4

4

4 4 4 4
*

4 4 4 4 *

4 4 4 4
*

4 4 4 4 *

4 4 4 4 *

4 4 4

4 4 ×

4 4 4 4

4 4 4 4

4 4 4 4 4
*

4 4 4 4 4 *

4 4 4 4 ヰ *

4 串

4 *

′

b

7

8

0
ノ

O

1

2

3

4

5

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

商
学
部
講
義

管
H

変
遷
表

(

緻

謂
蛸

詣
㍍
削

幣
欄

鳩

駁
鮎

)

専門 科 目

社 刑 民 意

芸....
..

′

/

㌣
■■

…

A

宗 法 法

学
拾 総

概

論 法 論 論

4 2 4

4 2 5

4 2 6
≡

2 2 2 7

2 2 2 8 ミ
4 4 2 9

4 4 3 0 .

4 4 3 1

4 4 3 2

4 4 3 3

4 4 3 4 享
4 4 3 5

4 4 4 3 6
主

.
4 × 4 3 7

4 4 4 4 3 8

4 × 4 4 3 9 :

4 4 4 4 4 0

∂∂8



( 33 9) 講 義科 目変遷表

貿 易及 び市 場部 門 会 計 学 部 門 管理 工 学

化 商 証 配 貿 貿 外 薄 監 管 会 商 簿 簿 工 経 工 工 簿 原 会 会 事 管 管

学
券

易 易 国 記 理
計

業 記
記

業 営
業

業 記 価
計 務

理 理

晶 市 拾 学 風 簿 学 計 横

商
場

実 理 貿 制 会
尻

数 各
戯

会 比
記

簿 原 計
概 桟

敷 統

品 学 論 論 践 論 易 虔 査 計 理 学 論 論 計 較 論 記 理 算 論 学 論 学 計

4 4 × 4 4 4 × 4 4 4 4 4

× 4 ヰ

4 4 × 4 4 4 4 4 4 × 4 4 4 4

4 4 4 4 4 ×
4 4 4 4 4 4 4

4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 × × 4 × × 4 4 4 4 4

4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 4

4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
*

4 4 4 4 4 4 4 4 × 4 4 4
*

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 *

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 *

4 4 4 4 4 4 4 4 4
*

4 4 4 4 4 4 4 4 4
*

4 4 4

4 4 4 4 4 4 4 4 4
*

4 4 4
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一 橋論 叢 第五 十 四巻 第 三 号 ( 3 4 0 )

噛

字句

ど

も
`

＼

■
■

ノ

や

交通 部 門 保 険部 門 金 融部門 ㌻商品 学 部 門 貿易 及 粥 鮒 門真
■

海 港 交 社 生 火 海 保 景 商 外 銀 金 商 工 化 商 外 外 商 工 織 講

通
会 命 災 上 険

保 保 保 保 冷

業 国

ネ

晶 ル 学
口

国 国
ネ

ル 維ロロ

貿 貿
業 ギ

義
科

運
及

気 行 融 ギ
目

び
■

数 為 検 l 商 検 易 易 l 商 年
倉 商 各 捻 商

論 運 庫 険 険 険 険 論 論 学 巷 論 論 査 晶 晶 査 論 論 史 品 晶. 虔

× C 4 × 4 4 × 4 4

4

2 6

4 c × × 4 4 × 4 4 2 7

4 c 4 × × 4 4 4 × 4 4 2 8

4 c × 4 × 4 4 4 4 4 4 2 9

× C 4 4 4 4 4 4 4 4 × 4

i
X

×

3 0

4 c 4 × 4 4 4 × 4 4 4 4 3 1

× C × 4 4 4 4 4 4 × 4 4 〉く 3 2

4 c 4 × 4 4 4 × 4 4 4 4 4 × 4 3 3

× 4 × 4 4 4 4 4 4 4 × 4 4 × 4 3 4

4 4 4 × 4 4 4 4 4 × 4･ 4 4 × 4 35

4 4 × 4 4 × 4 × 4 4 × 4 4 4 4 3 6

× 4 4 × 4 4 4 × 4 × 4 4 4 4 4 3 7

4 × × × × 4 4 × 4 × 4 4 4 4 4 4 4 3 8

× 4 4 × × 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 3 9

4 4 × 4 4 × 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

l

4 0

β9 0



( 3 4 1) 講 義 科 目 変遷表

血
町

洲

均

し

亡

紗

臨 時

講義
特 殊講義

リ オ 商 生 貸 経 陸

運

サ ぺ

l レ

チ l

借
業 命

対
営

特 シ

別 ヨ

講 ン

英 保 照 管

表

義 ズ

4

語 険 論 理

4 4 4 4

4

×

4

×

4

C

×

4

×

×

×

経
済
学
部
講
義
科
目

変
遷
表
(

警
報
馳
駆

㍍
削

暫

経 済 学 部 門 2 6 ～ 2 7 年度

経 済 学 部 門 2 8 ･ - 3 7 年 虔

経 済 学 第 二 部 門 経 済学第 一

部 門 3 8 年虔以 降

経 金 国 羅 計 計 経 在 社 経 経

会 済 済

講

義

済 融 際 済 量 画

地 経 経 変 経 経

理 済 亨斉 動 済 済

科

済 済 主
題 原

義

哲 学 経
論 論

済 第 第

目

年

学 論 学 論 学 論 学 史 学 二
一 度

4 4 × 4 2 6

4 4 4 4 2 7

× 4 4 4 4 2 8

4 4 × × 4 2 9

4 × 4 4 × 4 3 0

× 4 × 4 × 4 3 1

4 × × 4 × 4 3 2

4 × 4 × 4 × 4 3 3

4 4 × × 4 × 4 3 4

× × 4 × 4 4 4 3 5

4 × 4 4 4 × 4 3 6

× × 4 × 4 4 4 3 7

ヰ 4 4 × × × 4 4 4 4 4 3 8

4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 3 9

4 4 4 × 2 4 × 4 4 4 4 40

j 9 上



一 橋 論 叢 第 五 十 四巷 第 三 号 ( 3 4 2)

胸

才頼

♂

り

や

経 済 史 部 門 経 済 学 部 門 2 6 ～ 2 7 年慶

経 済 史 部 門 経 済 学 部 門 2 8 ” 3 7 年度

経 済 史 部 門 経 済 事情 部門 3 8 年度 以 降

西 経 東 日 西 経 計 力 世 経 経 応 景 経 経 経 各 世 東 日 講 ′
/

洋望洋 本 洋 済

文 特 経 経 経 史

明芸済 済 済 概
…童蓋蓋≡≡気≡蓋董

国

〝 経

誓界 洋 本

情
( (

イ イ 経 経 経

雷 ン

苦
/

′

/

/
/

4F

史 題 史 史 史 論 論 論 題 題 理 学 論 史 題 義 ヱ エ 済 済 済/ 度

4 4 4- k

4 4 4 4 4 4 2 6

4 4 4
*

4 4 4 4 4 4 2 7

× 4 - 4 4 4
*

× 4 4 × 4 4 4 2 8

× × 4 4 4 4 *
4 4 4 × 4 × 2 4 2 9

× 4 4 4 4 4 * 4 4 4 4 2 4･ 4 4 30

× 4 4 4 4 4
暮

4 4 4 × 4 4 4 4 3 1

× 4 4 4 4 4
*

× 2 4 4 × 4 4 4 4 3 2

× 4 4 4 4 4
*

4 4 4 4 × × 4 × 2 × 3 3

× 4 4 4 4 4
*

× × 4 4 4 4 4 × 4 × ■3 4

× 4 4 4 4 4 *
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 5

× 4 4 4 4 4 *
× × × 4 4 × 4 4 × 4 3 6

× 4 4 4 4 4 * 4 4 4 × 4 4 4 × 4 4 3 7

× 4 4 4 4 4
*

2 4 4 2 3 8

4 4 4 4 4 4 *

2 2 4 4 2 3 9

× 4 4 4 4 4
*

2 4 4 4 2 4 0‾

づ9 βl



( 3 43 ) 講 義科 目変 遷 表

特 殊講義

部 門 外 講義

部 門 外

講 義

統計学部門

統 計 学部門

統 計 学 応用数学部 門

財政 学 部 門

財政 学部 門

財政 学 部 門

経 済 政 策 部 門

経 済 政 策 部 門

経 済政 策部 門

酉 財 日 数 数

洋 政 本
学

理

特

文 学 鮭 産

殊

明 各 済
講

済

史 論 論 義 学

4 × 4 4

4 4 × 4 4

ア 日

メ

リ
本

カ
経

経

済 済

2

2

2

×

4

2

外

国

人

講

師

特

別

講

義

計 応 数 社 鐘 統

計
算 用 理 会 至斉

学

棟 数 統 統 統
総

論 学 計 計 計 論

× × 4

2 2 4

4 2 2 4

× 2 4 ×

4 2 2 4

4 2 × 4

4 2 2 4

4 2 2 4

4 2 2 4

4 2 2 4

4 2 2 4

4 2 2 4

4 4 4 2 2 4

4 4 4 2 2 4

4 斗 ヰ 2 × 4

地 財 財i
人 員 工 商 経 経

l 済

方

財

政 政

学 学

各 稔

政 論 論

× 4

× 4

× × 4

× × 4

× 4 4

× × 4

4

4

4

4

A
T

4

×

4

×

4

×

×

×

+
T

X

ロ 業 葉 菜芸済

特

政 政 政 政 殊 政

間

策 策 策 策 題 策

4 4 × 4

4 × 4 4

4 4 4 × 4

4 4 × 4 4

4 4 4 × 4

4 4 × 4

×

4

×

4

×

4

4

4

4

4

4

4

ヰ

2

×

4

4

4

×

A
T

J
T

X

2

4

×

4

4 4 4
j

4 × 4 4 × 4

;三三∈;三三;;三
× 4 4 i 4 4 4 × × 4

∂9 3
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一 橋論叢 第 五 十 四 巻 第 三 号 ( 3 4 4)

食

申

i 々

ダ

ら､､､

1由

短 期

講義
旧制の み の 講義 特殊

_
墓室+

2 6 - 27 年度
経 済研 究 所特 殊科 目講義

2 8 ～ 3 7 年度

人 経

3 8 年 度以降

中 計 国 ア 日 戦 ソ 米 経 国 経 講

国

史

特

殊

間

量芸
メ 歪管 連 国

済
際

済

ロ 史

特

間 殊

間

義

科

目

/ …

得
り 済 本

≡童蓋董喜
学 済

経 経 特 経

済 済芸済
哲

題

1

学 論 論 究 題

1 1 × ×

論 論 題 論 学

1 × × × ×

題 鬼

4 4 2(i

1 × × × 1 1 × × × ×

】

4 4 2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

∂9 4



( 3 4 5) 講 義 科 目変 遷表

曲
叩

一
､

射

勺

法
学

野
講

義
科
目

変
遷
表
(

諾
那

花
ほ

㌫
韻
絹

針

加

配
制
に

)

民 事 【
法部 国 際 法 部 門
門

公 法 部 門 【 基 礎 部 門

F

民 外 外 国 国
〝 ∫グ

交 交 際 〝 際
法 史 論 関 公

悪妻棄藷 慧妄蓋

行
ク ク

政
ク 〝

法
( ( ( ′

(
＼ (

各 捻 捻 各 総

講

義
科

目

年

虔

論 論 論 論 論 米 本 洋
■) ) ) )

論 諭
)

･
)■ ) し ノ

法
) )

l
) )

各
)

r
】
≠

論
)

戸
l

l

+

4 4 4 × 4 4 4 4 4
*l 4 4 4 4 2 6

4
*

4 4 × 4 4
l

4 4 × 4 4 4 4 27

4
*

4
4 4 4 4 4 芦 4 4 × 4 2 8

4
*

4 4 4 4 4 4 4 × 4 2 9

4 * 4 4 × × 4 4 4 4 4 4 4 3 0

4 * 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 1

4 * 4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 3 2

4 * 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 3 3

4
*

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 4

4
*

4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 35

4 * 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 3 6

4 * 4 4 × 4 4 4 4 × 4 4 4 3 7

4 * 4 4 2 4 × 4 4 4
* … 4 4 4 3 8

4 * 4 4 4 4 4 4 4 4 4 * 4 4 4 4 3 9

4
】事

4 4 × 4 × 4 4 4 4 4
ホ

× 4 4 4 4

l

40

∂9 ∂



一

橋 論叢 第 五 十 四 巻 第 三 号 ( 3 4 6)

曲

叫

p

■
ノ

叫

刑事法部 門
【

企 業法 経ラ斉法 部 門 民 事 法 部 門

刑 刑 労 税 経 商 商 国 民

霊/事
ク ク 働 ク

済 法
〝 〝 ク

際
〝 ク 事 ク ク 〝 ク

訴 法 法 法 法 特 法 私 訴

㌣歪奮蜜 彗至芸垂亭套寧
( (

法

悪霊歪麦恵恵恵
) )

執 手
) )

各 稔
‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾謹‾‾猿‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ホ‾‾‾‾‾‾‾‾商

J

1̀ + Jp L Fll柑 Pl和

度

券 禁 切 行
) ) )

取 法 手 為 破

引
＼ J ) ＼ J

産
法 法

年) )

4 4 と4 × 4 × 4 4 4
】

4 4 4 4 4 2 6

4 4 × 4 × 4 4 4 4 4 4 4 ヰ 4 27

4 4 E
4 4 × 4 4 4 4 4 × 4 4 2 8

4 ヰ

ヨ
4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 4 2 9

4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 0

4 4 ヰ × 4 ヰ 4 4 4 4 4 × 4 4 4 3 1

4 芸
*

4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 32

4 4 * 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 33

4 4 * 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 3 4

4 4 4 2 4 4 4 4 4 4 × 4 × 4 4 4 3 5

× 4 * 4 4 × 4 × 4 4 2 4 4 4 4 4 4 4 3 6

4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 3 7

4 4
*

4 ‾4 4 × 4 4 4 4 4
′

4 4 4 × 4 3 8

4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 3 9

4 4 * 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 40

∂9 β



( 3 4 7) 講 義科 目 変遷 表

争

?

耕

く

紳

社
会
学
部
講
義
科
目

変
遷
表
(

激

語
蛸
鵬
抑

㍍
那

鮒
)

教 育学部 門 社 会 学 部 門

教 教 敦 教 教 数 人 労 社 政 社 マ 社 社 社 社 社 社 社 社

霊′
/

習ノ
′

■■■
■

/
/

/
.

ノ･
･
■■
年

/
■■

度

会 治 三 A

………芸育…三≡重董…董……喜…
-≡会童…

科

運 学 ン

論 学 学 学 史 論 題 題 動 史 策 論 学 単 三 二
一

学 論 史

x x 4 × × 4 × ヰ ヰ ヰ × 4 4
*

4 2 6

x 4 4 4 4 4 ヰ 4 - 1 × 4 4 4
*

4 2 7

ヰ 4 × 4 4 4 ; × ヰ 4 ヰ × 4 4 4
*

4
l

2 8

】
2 9

ヰ 4 4 4 4 4 ヰ ヰ 4 ヰ 4 4 4 4 * 4

4 4 × 4 4 4 × 4 4 ･ 4 4 4 4 4 * 4 3 0

三三三三三三t三三三:三･三
■

;･ :
一

二三:;
3 1

3 2

3 3

3 4

4 4 4 × 4 4

】
4 × 4 ヰ 4 × 4 4 4 4 4

*

4

× 4 4 4 4 4 … 4 斗 4 4 斗 4■× 4 4 4 4
* 4

× 4 4 4 4 4ト × 4 × ト 4 × 4 4 4 4 4 ヰ 4

;三三三;三i三三十三:三三;; .三三三三:
‾

三

35

3 6

3 7

3 8

3 9

4 0

5 8 7



一

橋論叢 第 五 十 四 巻 第 三 号 ( 3 4 8)

で

｢
■

着々

P

ヽ
＼

ン

噛

人 文 部 門 教育 学部 門

言 文 文 文 文 心 宗 キ 西 東 倫 哲 哲 科 文 地 人 社 歴 敦 冬 草 学

校

育
科 校

芸

講

義
科
目

年

学 学･ 学 学

り
洋 洋

学
化

文
ス

語 理 数 倫 倫 理 学 人 理 会 史 教 経 び

第 第 第 第
一

属 地 実
育 営蓋教

理 理 類

学 四 三 二 一

学 学 史 学 学 学 史 学 想 学 学 理 史 学

導

習 法 論 論 度

× 4 × 4 × 4 4 × 4 4 4 × × 2 6

4 4 4 4 4 4 × 4 4 × 4 4

f
4 4 4 4 2 7

4 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 2 8

4 4 4 4 × × × 4 4 4 4 × 4 2 9

4 4 4 4 4 × 4 4 4 × 4 4 4 3 0

4 × 4 4 4 × × × 4 4 4 × 4 4 3 1

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 × 4 4 4 3 2

4 × 4 4 4 4 4 × 4 4 4 × 4 4 3 3

× 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 × 4 3 4

4 × 4 4 4 4 4 × 4 4 4 × 4 4 4 3 5

× 4 4 4 4 × 4 4 4 4 4 4 4 × 4 3 6

4 4 4 4 4 4 4 × 4 4 4 × 4 4 4 4 3 7

3 8

3 9

40

∂∂∂



′

( 3 4 9) 講義科 目 変遷表

社会
史部
門

歴

史

学

4

4

4

∂9 9

社 会 問題 部門､

社

会

政

策

論

労

働

問

題

人

口

問

題

社

会

主

義

及

び

社

会

運

動

教

育

政

策

産

業

労

働

政

策

4 4 4 4 4

4 4 4 4 × 4

4 4 4 × 4

社 会 理 論 部 門 社会 思 想部 門

社

会

科

学

概

論

社

会

学

政

治

学

社

会

心

理

学

マ

ス

コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

静

教

育

社

会

学

社

会

調

査

教

育

調

査

農

村

社

会

学

教 科 社 西 東 社 社

青 学 会 洋 洋 会

思 思 思 思 息 倫

想 想 恕 想 想 理

会

哲

史 史 史 史 史 学 学

× × 4 4 4 4 4 4 4 *

4 × 4 × 4 4 4 4 4 *

4 4 4 4 4 4 × 4 4
*

× 4 4 4 4 4 ×

4 4 4 4 ヰ × 4

4 4 4 4 × 4 4

古

典

語

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

争う

ヽ

ヽ
.

計



一

橋 論叢 第 五 十 四 巷 第 三 号 (5 5 0 ナ

梱

¢

真■ヰ

?

1

し 一

1頼

部門 外
講 義

｢

社 会 文 化 部 門 表 社 会 史 部 門

r

外 文 文 文 文 日 宗 古 言 文

l

東 ソ 社 西 束 日

ノ

賢
/国

人 化

ヴ

会 津 洋 本

講
学 学 学 草 本 洋 イ

師 教 典 語 人 エ 地 社 社 社

特
第 第 第 第 文 社 ト

別

･ 講

類

四 三 ニ ー 学 学 語 学 学

理 会 会 会
社

/

/
･

`

年

義 会 会 学 史 史 史 虔

4 4 4 4 4 4 4 4 × 4 × 4 4 × 4 4

2 6

2 7

2 8

2 9

3 0

3 1

3 2

3 3

3 4

3 5

占6

3 7

3 8

4 4 4 4 × 4 4 4 4 × 4 × 4 × 4 3 9

4 4 4 4 4 4 4 × 4
∃

4 4 4 × 4 4 4 0

∂の




